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事業実施

概要 

ICT を利活用し、創造性の源泉となる「交流・融合」を促進するために、観光の回遊性

の向上と、ユニバーサル社会の形成に向けた生活支援サービスの確立を図るため、携帯

端末と特定の場所に係わる情報（u-コード）を活用できる基盤を整備し、以下の事業を

行った。 

観光では、案内板や観光ガイドマップに記載した 2 次元コードを携帯電話のカメラ機

能を利用して、観光施設等の詳細情報や地図情報の表示、目的地までのルート案内を行

うシステムを構築し、観光客が移動しやすい環境づくりを図った。 

生活支援では、インターネットの通信販売で購入された商品の配送について、①配送

伝票に u-コードのみを記載し、個人情報を記載しない、②配達時点で不在の場合等に配

達員に対してインターネット経由で詳細な指示を与えることができるといった、従来よ

り質の高い配送サービスの実証実験を行った。 

指 標 目標値 結果の数値 達成状況 計測方法・出典等 

【観光】 

観光入込客数 
2,920 万人 2,920 万人 ○ 

神戸市国際文化観光局

調べ 

情報利用回数 5,000 件/月 
3,402 件 

/8 日 
○ 

システム稼動実績報告書 

【配送】 

 利用者満足度 

調査回答者の

40％が支持 

調査回答者の

83％が支持 

○ モニターアンケート 

事業者満足度 事業者が有

用性を認識 

事業者が有

用性を認識 

○ 事業者インタビュー 

 誤配率 現状の 10％

改善 

誤配率 0% ○ 配送実績 

 不在持戻り率 現状の 5％ 

改善 

不在持戻り

率現状約

20%を 3.0%

に改善 

○ 配送実績 

 利用者 

（モニター数） 

100 人 57 人 △ 参加実績 

参加事業者数 通販・配送 

各 1社 

通販・配送

各 1社 

○ 参加実績 

目標の達

成状況 

達成できなかった理由（△又は×の場合） 



利用者(モニター数)については、計画時は一般消費者向け通販事業者を想定していた

が、実際には法人向けオフィス用品の通販を主とする事業者に参加いただいた。そのた

め、法人数のモニター募集が社内調整等の影響もあり、想定数まで達しなかった。 

注）成果の達成状況欄には○（達成）、△（一部達成）、×（全く達成されていない）を記入すること。 

注）合計３枚まで。 



＜委託業務説明書＞ 

１１１１    平成平成平成平成１９１９１９１９年度事業実施年度事業実施年度事業実施年度事業実施ににににおいておいておいておいて明明明明らかとなったらかとなったらかとなったらかとなった課題課題課題課題    
  ※他自治体の参考となるような論点・課題（解決できた場合はその解決方策）。 
 

 観光では、同じエリア内でも、パンフレットに 2次元コードを掲載した施設が多く閲覧される傾向が

あるとともに、周辺施設検索機能については、比較的その利用頻度が低い結果となっている。したがっ

て、観光客の回遊性を高めるには、観光客が情報を入手した地点の周辺施設情報をより効果的に提供す

る必要がある。 

 配送では、利用者側にとっては配送日時や場所を細かく指定でき、配送事業者にとっては、誤配率低

減や持戻率の低減が達成され、サービスとしての有用性は実証できた。今後は、手ぶら観光支援といっ

た、より具体的な事例に対応できるかを確かめる必要がある。そのためには、利用者本人や市外も含め

て配送先に関する u-コードの管理・発行のあり方も検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

    

２２２２    自立的自立的自立的自立的・・・・継続的運営継続的運営継続的運営継続的運営のののの見込見込見込見込みみみみ 

 

 観光情報提供サービスでは、施設情報については既存のウェブサーバを活用した。協議会に参加して

いる各団体の携帯電話用ウェブサイトへリンクを張る形でシステムが構成されており、今後システムの

改善を進め、観光関連団体等が有用性を実感できれば、当該団体等により継続的に運営される見込みで

ある。 

 配送では、実証実験参加事業者の満足度が得られる結果となっており、今後、手ぶら観光など付加価

値の高いサービスについて実証実験を重ね、システム運用費の回収の見込みが立てば、1 つの配送ビジ

ネスモデルとして確立できる。 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    今後今後今後今後のののの展開方針展開方針展開方針展開方針 

 

観光情報提供サービスについて、現在の運用を継続しつつ、提供する施設情報の充実や、英語以外の

多言語化を検討する。また、施設毎に付与された位置情報を活用した観光ラリー等の実施も視野にいれ

た、回遊性を高める情報発信をしていく。 

配送支援サービスについては、今回の実証実験を土台として、観光客の手荷物配送の実証実験を行う。

これにより、一般の利用者にも u-コードを用いた配送サービスを実感できる場を提供するとともに、観

光情報提供システムと同様に観光客の利便性を高めるサービスを模索する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）必要な場合には補足説明図（A4 判）等を添付すること。 



＜システム設計書＞ 

<<観光情報提供システム>> 

    

１１１１    概要概要概要概要 

    

案内板や観光ガイドマップに記載した2次元コードを携帯電話のカメラ機能を利用して読

み取ることで、観光施設等の詳細情報や地図情報の表示、目的地までのルート案内を行うこ

とができる。 

    

２２２２    運用結果運用結果運用結果運用結果    

    
    開始後 8 日間で、3,402 件のアクセスがあった。施設情報が最も多く閲覧され、以下、案

内板の地図情報表示、ルート検索、周辺施設検索の順に利用された。 

    

３３３３    課題課題課題課題・・・・改修改修改修改修のののの必要性必要性必要性必要性    

    
    周辺施設検索については、現在の距離指定、ジャンル指定、エリア指定といった方法以外

に、より使いやすい検索方法を検討する必要がある。 

    キーワード検索において、本システムの対象外のエリアの観光施設名を入力した例があ

り、市内観光の回遊性を高める上でも、対象エリアを拡大する必要がある。 

    また、市内の観光地においては、アジアからの観光客が多いということもあり、英語以外

の多言語化の検討が必要である。 

 

４４４４    そのそのそのその他他他他    
  ※該当する場合に記入 
（（（（１１１１））））活用活用活用活用したしたしたしたネットワークネットワークネットワークネットワーク種別種別種別種別・・・・伝送速度伝送速度伝送速度伝送速度    

        

    公衆インターネット回線を使用。 

 利用者の使用する携帯電話により伝送速度が異なるが、概ね 144kbps から 3.1Mbps 程度。 

    

（（（（２２２２））））関連関連関連関連するするするする既存既存既存既存のののの情報通信情報通信情報通信情報通信システムシステムシステムシステムとのとのとのとの連携状況連携状況連携状況連携状況    

    

（（（（３３３３））））地域情報地域情報地域情報地域情報プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームへのへのへのへの準拠準拠準拠準拠のののの有無有無有無有無    

    

    

    

    
 

５５５５    システムシステムシステムシステムのののの詳細詳細詳細詳細    
※ネットワークイメージ図、システム構成図（ハード・ソフト）、システム運用図、デ

ータ定義書、ソフト要件定義書、データベース設計書等の添付必須（添付のみでも可） 
    

別紙 観光情報提供システム詳細図のとおり 

 

 

 

 



<<配送支援システム>> 

    

１１１１    概要概要概要概要 

 

インターネットの通信販売で購入された商品の配送について、配送伝票に ucode のみを記

載し、個人情報を記載しないですむよう 2 次元コードを添付し、それに埋め込まれた u-コー

ドを利用して、利用者は、インターネット経由で配達員に対して詳細な指示を与えることが

できる。配送事業者は、その指示を携帯端末で即時に確認できる。 

 

２２２２    運用結果運用結果運用結果運用結果    

    
利用者側にとって、「受け取り場所を u-コードを活用して細かく正確に指定できる」「配送

時間や受取人の指定ができる」「配送物に個人情報等が明示されず、プライバシーが守れる」

といったメリットがあり、高い満足度を得られた。また、配送事業者にとっては、「誤配率

低減」並びに「持戻率の低減」を達成し、指定された「人」「時間」「場所」に正確に配送で

きるという利便性の高い配送サービスを提供することができた。 

 

３３３３    課題課題課題課題・・・・改修改修改修改修のののの必要性必要性必要性必要性    
 

配送車両内部における配送物の管理方法について、3 次元座標軸により指定するなど、位

置指定の方法を実運用に向けて改善する必要がある。 

 また、現状の通信インフラ状況からすると、例えば、エレベータに入ると通信が途切れ、

端末側で再受信が必要になる等の改善ポイントはいくつか挙げることができ、システム的な

改善項目とともにインフラ整備の重要性も考慮する必要があると思われる。 

    

４４４４    そのそのそのその他他他他    
  ※該当する場合に記入 
（（（（１１１１））））活用活用活用活用したしたしたしたネットワークネットワークネットワークネットワーク種別種別種別種別・・・・伝送速度伝送速度伝送速度伝送速度    

    

（（（（２２２２））））関連関連関連関連するするするする既存既存既存既存のののの情報通信情報通信情報通信情報通信システムシステムシステムシステムとのとのとのとの連携状況連携状況連携状況連携状況    

    

（（（（３３３３））））地域情報地域情報地域情報地域情報プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームへのへのへのへの準拠準拠準拠準拠のののの有無有無有無有無    

    
 

５５５５    システムシステムシステムシステムのののの詳細詳細詳細詳細    
※ネットワークイメージ図、システム構成図（ハード・ソフト）、システム運用図、デ

ータ定義書、ソフト要件定義書、データベース設計書等の添付必須（添付のみでも可） 
    

ユビキタス ID アーキテクチャを応用して設計ならびに実装したシステムである。 

 各システム間を繋ぐ基盤として、また実験ユーザが入力した配送指示をリアルタイムに配

送業者ドライバーに伝える基盤として、メッセージング・ネットワークを活用し、その基盤

の上に、サーバ機能としての「空間情報サービスプロバイダシステム」、「配送業者サーバシ

ステム」、「ucode 解決システム」を利用して、「配送業者ドライバー端末システム」がｕ配送

を実現している。 

 添付書類 

・ 神戸市ｕ配送実証実験システム基本設計書 

・ 神戸市ｕ配送実証実験システム_メッセージングネットワーク設定書 
 

注）システム関係の添付印刷物は１部のみ提出。必要な場合には補足説明図（A4 判）等を添付すること。 



＜実施体制説明書＞ 

１１１１    実施体制実施体制実施体制実施体制    ※ 図を用いるなど、提案する事業の実施体制を分かりやすく記入。    
 

神戸観光等情報化推進協議会 

      （目的） 

       （１）観光振興並びに配送サービスのモデル事業に関する調査・検討 

神戸市 

                              

 

神戸国際観光コンベンション協会等 

    

 

   商店街等 

 

 

         ユビキタス空間基盤推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 
２２２２    各主体各主体各主体各主体のののの役割役割役割役割    

NO 名       称 役              割 

1 神戸市 実施主体、全体調整、進捗管理 

2 神戸国際観光コンベンション協会 

等 

観光に関する情報発信(観光施設等) 

（コンテンツ制作、ホームページ運用） 

3 商店街 等 観光に関する情報発信 

（コンテンツ制作、ホームページ運用） 

4 ユビキタス空間基盤協議会 ユビキタス空間基盤関係の技術提供 

注）必要な場合には補足説明図（A4 判）等を添付すること。 

注） 協議会の開催要項・議事要旨を添付。 

 

 

 



事業実施進行表            

【記入例】 

実施内容 
 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

H20 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

協議会設立・準

備会合 

         

協議会開催         

 

システム構成の

検討・決定 

         

システム構築に

係る競争入札 

         

システム設計          

システム稼働 

 

         

報告書作成          

    

※具体的な実施内容を記入のこと。 

 


